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要旨：秋山正次『肥後の方言』（1979）には、熊本方言の語句リストがある。

その148語のうち、『日葡辞書』にあったのは27語だった。これら27語

に3語をくわえ、『日葡辞書jの記述を詳細に分析し、現代熊本方言で

の意味用法と比較した。

秋山が肥後方言だと言っている27語のうちの20語を『日葡辞書』は

九州方言だと言っていない。 16世紀当時は全国共通であった語が、そ

の後、方言的な意味、語義を発展させていったのかもしれない。

もう一つ考えられることは、「x.、XimoJの注記は九州の方言語棄
の中でも、とくに必要な場合にだけ付された可能性である。もともと

『日葡辞書』はイエズス会士たちの日本語学習のために作成されたも

のであり、当時の日本語の客観的な記録、記述を目的として編まれた

ものではない。「この語、あるいは、この語義は九州独特なもので、使

うときには気をつけよjという語学上の実践的な意味合いの記号なの

かもしれない。

目次： 1.『日葡辞書』

2.「ほがすJ「なおすj「はいよ」

3. voe姐礼組IOと肥後方言
3-1 「x.、Ximo」の注記があるもの

3 -2 rx.、XimoJの注記がないもの：現代熊本方言と意味
の同じもの

3 -3 rx.、XimoJの注記がないもの：現代熊本方言と意味、
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用法に違いが見られるもの

3-4 「x.、XimoJの注記がないもの：現代熊本方言と意味、

用法がことなるもの

4.考察

1.『日葡辞書』

『日葡辞書』のもともとのタイトルは、図のとおり、 VOCABVLARIODA 

L型空坐Qg些些盟旦旦坐虫色虫色虫盟主主魁旦阻主目盟E自主竪~
E IRMAOS DA COMPANHIA DE IESV.であり、直訳すると、「イエズス会の

神父と修道僧によるポルトガル語の説明っき日本語の語葉集Jとなる。以下、
VOCABVLARIOとする。見出し語が32,800語で、 1937年に大武和三郎が『葡

和新辞典』を出版するまでは、もっとも見出し語の多い「日本語ーポルトガ

ル語辞書Jだった。刊本は、英国のオックスフォード大学ボードレイ文庫、
ポルトガルのエヴォラ公立文庫、フランスのパリ国民図書館、マニラのサン

ドミンゴ修道院に l部ずつ、計4部、写本はポルトガルのアジユダ文庫に l

部があり、ここでは、オックスフォード大学ボードレイ文庫のものを参考に

している。

VOCABVLARIOの冒頭には「PROLOGO（はじめに）」があり、続いて

「Al民asaduertencias neceffarias pera o vfo, & intelligencia defte Vocabulario. 

（この辞書の使用と理解のために必要なお知らせ）Jがある。そこには、方言
語棄の取り扱いに関する以下のような記述がある。

Ordinariamente quando o vfo da palaura nas p紅白sdo Cami he differente do 

de ca deftes reinos do Ximo, OU de OU佐aspartes, dizemos no Cami fe diz a 

fsi, ou fe vfa defta maneira, &c. （通常、 Camiの地方でのことばの使い方が

こちら側の Ximoの国々やほかの地域と異なる場合は、 Camiではこう言

う、このような使い方をすると記した） Quando fomente fe vfa nefte 

Ximo, pornos no cabo da palaura, ou da declara併odella hum, X. (Ximoで

しか使われない場合は、その語の後かその語についての記述の後に X.を

おいた） quando nem em todo Ximo, nem em todo o reino de lap証o0 

fentido he corrente, pornos, (alicubi) (Ximo全体でもなく、日本の国の全

体でもなく通用している意味のときは、 alicubi（ある地域で）と記した）
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ここで言う Cami（カミ）は近畿地方のこと、 Ximo（シモ）は九州地方

のことである。

『邦訳 日葡辞書』の「解題jには、「方言注記のあるのは465語である．

その大部分は下の語が占める.Jとある。 465語の大部分が九州方言だと
いうことになる。

VOCABVLARIO 

DA LINGOA DE IAPAM 

com adeclari;:iio em Portugues, feito por 

ALGVNS PADRES, E IR-

MADS DA COMPANHIA 

DEIESV. 

COM LICENQA DO ORDINARIO, 

& Superiores em Nangafaqui no Collegio de Ia’ 

PAM DA COMPANHIA DE IESVS. 

ANNO M. D. CIII. 

日本語の語葉集

ポルトガル語の説明っき

イエズス会の神父と修道僧による

教区司教と上長の許可のもと

日本イエズス会長崎コレジオにて

1603年

図 VOCABVLARIOの扉の嗣字と嗣駅
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2.「ほがす」「なおす」「はいよ」

熊本で日頃よく耳にする語を VOCABVLARIOで調べた。「Fogaxi（ほがす）J

「Nauoxi（なおす）J「Fairio（はいよ）Jの3語である。

VOCABVLARIOにおける動調の見出し語は連用形で、その後に、終止形

の活用語尾、過去の助動詞「た」がついた語形の語末部分が続いている。

まずは、「穴をあけるJ意の「Fogaxi」である。

Fogaxi, u, aita.Fumr, ou abnr buraco. X 

九州の方言であり、「掘る、穴をあける」の意だとある。現代熊本方言と同

じ意味である。

「NauoxiJの語義には、「Emendara falta. （欠陥、欠落をなおす）」、そして、

r Mudar a cou.fa a OU的 lugar（物をほかの場所に動かす）Jの二つがある。第一
義は現代の共通語の「なおすJの語義と同じだと言えるが、第二義は現代の
共通語にはない。「Nauoxi」には、見出し語の後にも記述の最後にも「x.Jの

注記はついていない。 16世紀には二義ともに標準的であり、その後第二義が

九州で「かたづける、しまうjの意味に変化していったのだろう。

VOCABVLA町0に、「くださいJの意味の「はいよJはなかった。「はいよJ

の語源と考えられる「Fairiら（拝領）」を見ると、

Fairio. Vogami, riozuru. i, Tamauaru. Receber alg由 couゐdepψらanob re. 

（身分の高い人から何かを受ける）同Catanauofairio furu. Receber ca伽 a

dalgum /enhor, ou pψ'oa nobre. （誰か領主か身分の高い人から万を受け

る）

とある。「Catanauofairio D町u.J の例文とともに「Vogami,rio zuru J、

「Tamauaru」の語義と同じだという記述がある。しかし、「くださいjの意味、

用法があるという記述は見られないし、「x.Jの注記もない。 VOCABVLARIO

の記述が16世紀の日本語を完壁にうつしているとは考えられない。しかし、

その記述を見るかぎり、現在、熊本、九州に特徴的だと思われる語の使い方

がそのまま16世紀の熊本、九州にもあったとは言いがたいことがわかる。

これら 3語のうち、「Fog回iJの記述には「x.Jの注記があり、その意味、
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用法は現代熊本方言と同じである。「NauoxiJ「Fairio」の2語には「x.」の注

記がなく、前者の語義のうち一つは現代共通語と同じで、もう一つの語義

「物をほかの場所に動かすJが現代熊本方言に残ったようだ。「FairioJは、 16

世紀にはなかった語義が熊本方言に発生し、今日まで続いている。

3. VOCABVLA阻0と肥後方言

秋山正次『肥後の方言.I(1979）には、熊本方言の語句リストがある。名詞

が76、動調が40、形容詞が13、副調が9、助辞などが10、これら合計148のうち

VOCABVLARIOにあったのは「Co加、 Vacudo、Vangui、Yeda、Voro、M田：o;

Benifaxiyubi、Vodo直i、Fu、Fauaqi、Vozomi、Yezui、Atadani、Igau品、 Firacuchi、

Baxi ; Iccon、Nemari、Tabai、Bacai、Sac砿り、 Susudoi; Fioro、Fogue旬、

Iinben、Xicori、XebiracaxiJの27語だった。現代において肥後の方言だと考え

られるこれら27語を、 16世紀のイエズス会士たちはどのようにとらえていた

のだろうか。「X.、XimoJの注記があるもの6語、「x.、XimoJの注記がなくて

現代熊本方言と意味の同じもの9語、「x.、XimoJの注記がなくて現代熊本方

言と意味、用法に違いが見られるもの 7語、「X.、Ximo」の注記がなくて現代

熊本方言と意味、用法がことなるもの5語、にわけで見ていく。

3 -1 「x.、XimoJの注記があるもの
27語のうち、「x.、XimoJの注記があったのは「Cobu、Vacu品、 Vangui、

Yeda、Voro、Muz刷、秋山の表記では「コブ、ワクド、ワンギ、エダ、オロ、

ムゾカjの6語である。

6語のうちの3語「コブJ「ワクドJ「ワンギjは、 VOCABVLARIOの示す

語義と秋山にある語義とが同じである。

Cobu. Aranhas grandcs. （大きい蜘妹） x. 

Vacudo. Sapo grandc. （大きい蛙） X. 

Vangui. Fl詔釘emdiuorcio os偶／adospor mais niio podcrcm. 

（もうどうしようもなくて夫婦が離婚する） x. 

一方、「Yeda（エダ）JをVOCABVLARIOでひくと、
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Yeda. Ramo.明Item,Quarto de animal明ItemBiafO.同Yedauovchivoru. 

No X加 ＇Oquebrar o brayo: & no Cami quebrar as pemas. 11 Y edauo匂uomuru.

DobraJ, OU必clinarpera baixo os ramos. 

とある。

「Yeda（エダ）Jの語義は三つ、「Ramo（枝）J、「Qu，師vdean血81.（動物の四

本足）」、「Bra，伊．（腕）Jで、例文に「Yedauovchivoru. （枝をうち折る）」、その

訳として「肋X加 ＇Oquebrar o biafo:& no Cami quebrar as pemas. (Ximoでは

腕を折る、 Camiでは足を折る）J、さらに、「Yedauo刷 omuru.（枝をたをむる）J

、その訳として「Dobrar,ou inclinar pera baixo os ramos. （枝を折る、あるいは、

下のほうに引っ張る）」とある。「YedaJ自体は方言とは認識されていないが、

「BiafO.（腕）Jという語義に「x.Jがついている。秋山によると、「平安時代の
倭名類棄抄という本に「肢Jの字に「エダJとよみがある。もともと人聞の体

の「枝Jみたいな手ゃあしをすべてエダといったのであろうが、いま九州で
は腕、近畿ではあしと分化固定している。」ということである。九州には「エ

ダ」という語の古い語義が16世紀にも残っており、現在まで続いていること

になる。

VOCABVLARIOでの「Voro（オロ）Jの記述は、以下の通りである。

Voro. Adu. Mal, ou加戸成均mente.（副調。悪く、あるいは、不完全に）

Vt, Voroyoi coto.α政 queniio he muito boa, OU maJ ft:.泊．

（あまりよくないこと、あるいは、できそこない） x. 

x.の注記から「Voro」が九州方言だと認識されていたことがわかる。また、

「VoroyoiJという言い方についての記述があり、この言い方が16世紀からす

でに使われていたことがわかる。ただ、「Voroyoicoto （オロヨイコト）Jの

「malfei旬（できそこない）Jという語義は現代の熊本方言と同じであるが、

「Coufa que nao he muito boa （あまりよくないこと）」という語義は現代の熊

本方言にはない。

秋山には、「かわいい奴（ゃっ）の意で、今でも熊本などでムゾカとかムジョ

カ・ミゾカという。j、「かわいいこととかわいそうなことは紙一重で、古典語

の「かなし」にも両意がある。無難・ふびんな・かわいそうな・かわいいと
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変化したのが今の熊本の方言。」とある。この記述のとおり、「M阻むに対す

るVOCABVLA即Oの記述は、同情、あわれみであり、「かわいい」はあらわ

れていない。

M吋.Pa/aura com伊 .lemo.蜘 terpiedade, & compaix.言。dalguem.(j誰

かをあわれんでいることや同情していることを示すことば） X. 

これら 6語のうち「Cobu、Vacu曲、 Van伊uの3語の語義に変化は見られな
い。一方、「YedaJでは「枝」「動物の四本足J「腕jの三つの語義のうち、「動

物の四本足Jの意はすたれて、「枝J「腕jの意のみが熊本方言に残ったよう
である。「VoroJでは、「Voro卯i」という表現が「できそこない」という意味

だけを持つようになった。また、 VOCABVLARIOの時代、「MuzoJにはまだ

「かわいいjという意味が生じていなかった。

3-2 「X.、Ximo」の注記がないもの：現代熊本方言と意味の同じもの

秋山が『肥後の方言』で熊本の方言だとし、かつ、 VOCABVLARIOに採録

されていた27語のうち、 21語には x.、Ximoの注記がなかった。これらの

21語のうち現代熊本方言と意味が同じだと考えられる 9語「Ben江砿iyubi、

Vodoxi、Fu,Fauaqi、Vozomi、Yezui、Atadani、lg加 a、Firacuchi、BaxiJ、秋山

の表記では「ベニサシ、トリオドシ、フ、ハワク、エズカ、アタジャー、イガ

ワ、ヒラクチ、パシJに関してこの3-2で、現代熊本方言とは意味、用法に
違いが見られる 7語「Iceon、Nern相、 Tabai、Bacai、Sac鼠語、 SusudoiJ「イツ

コン、ネマル、タボー、パカウ、オズム、サカシカ、ススドカjに関しては3-

3、現代熊本方言とは意味、用法がことなると考えられる 5語「Fiora、

Fogue旬、 Iinben、Xicori、XebiracaxiJに関しては 3-4で考察する。

九州をふくむ西日本一帯で使われている「ベニサシユピJは、 VOCABVLARIO

に、やはり「薬指jの意味でのっている。

Benifaxiyubi. Dedo com que poem o rebique. i 0 dedo do anel 

（それで化粧をするときの指。つまり、指輪の指。）
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秋山によると「オドシ」は「鳥獣をオドスもの一般を指す。鳴子・鉄砲・

光る紙のほか、いわゆるカカシも含まれる。」とあり、 VOCABVLARIOでは、

Vodoxi. E/pan.凶 ＇0.

とある。「Esp阻凶hoJとは、 respan加（驚かせる）Jを語源とする語で、「かか

し」ゃ「鳥獣をオドスもの一般Jのことである。

『日本国語大辞典』には「ふ」という項目があり、その「方言」の欄による

と、「運。運命。めぐり合わせ。jの意味でこの語を使う地方は関東から西に

広く分布している。 16世紀の日本でも、熊本、あるいは、九州だけで使われ

ていた語ではないだろう。 VOCABVLARIOでも、以下のように「FuJの語義

は「運jあるいは「幸運jであるとしている。

Fu. Dita, （運、幸運） OU fortuna. （運、幸運）明 Funoyoi, I, varui fito, 

肋 memd脚色 oumal幼 'l'funado.（運のよい人、あるいは、悪い人）

「ほうきで掃く」の意の「Fauaqi（ハワク）Jにも変化は見られない。

Fauaqi, u, aita. 陥m:r.（ほうきで掃く）

目をさますことを「オゾム」という。 VOCABVLA即0での記述は、以下の

とおりである。

Vozomi, u，仙．功ertardoノ'Ono.（眠りから目をさまさせる）官減No

cami, Ficarφl/llJtado, ou /obre /alfl伺 do.（同じく、 Camiでは、驚く、ある
いは、ぴっくり仰天する）

VOCABVLA阻Oのころ、 Camiでは rvo喧omiJに「驚く」の意味もあった

ということになる。

「恐ろしい、こわい」意の「Yezui（エズカ）Jを見ると、
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Ye四i.αぬmedonha,&-temerofa 

とある。直訳すると、「こわい、恐ろしいもの／こと」となる。

「急に、にわかにjの意の「Ata白血Jの記述は、

Ata<l姐i.Ad弘i.Niuacani. De repente. 

である。「副調で、「にわかに」と同義Jとあり、ポルトガル語の訳として
「Dem戸nte（突然に）Jがあげられている。

今でも熊本では、「井戸」を意味する「イガワJということばが使われてい
る。 VOCABVLARIOには、

Iga国．ル（eJiUs,Inomoto. Po9 o. （井戸）

とある。「MelizlsJとはラテン語で「よりよい」という意味で、「イガワjより

は「ヰノモトJのほうが望ましい語だといっている。『古語大辞典』によれば、
「ヰノモトjとは「井戸Jのことである。
九州中北部一帯で、マムシのことを「ヒラクチjという。

F回開.chi.Bi.卸!nl.（毒ヘピ） No Cami .le dizCuchifami. (Car凶ではクチ

ハミという）

現代ポルトガル語に rbiboraJという語は見られない。ポルトガル語の語源

辞典である DICIONARIOE叩岨OLοGICONOVA FRONTEIRA DA L刑GUA

PORTUGUESAを見ると、 rvfboraJの項に、「reptilo剖ぬ， dafam. dos viper剣.eos

ou cobrideos （マムシ科、コプラ科の鵬虫類へぴ）Jという説明書きがあり、 16

世紀のつづりとして「bibora」があげられている。 16世紀の宣教師たちは、

「Firac田副Jをマムシ科の毒ヘピと正確に認識していたのである。

秋山には、「「ヌシャ何パシ言ウカ」「顔パシ アローテキタラ ドギャン

ナJなどと、強調して言うとき「パシjというJとある。しかし、後者の「パ
シ」は「顔でも洗ってきたらどうだ」と訳することができる言語要素で、「顔J
を強調しているわけではない。
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VOCABVLARIOには、

B砿 i.R制 iculaquc no fillar commum algiias vczcs .lc ajunta a a/guns ve伽 S

./cm mudar ncm variar o ./cntido quc ti. （普通の会話で、その意味をかえ

ることも変化させることもなく、時々いくつかの動詞と一緒になる助辞）

とあり、例として、「Qirib蹴ifuna. A励 ωお鼠（切るな）」と rN創陶b眠 igozaru 

ca? Como he? （どうだ）Jとがあがっている。「時ocorteis.Jは、動調「co附

（切る）Jの接続法現在の二人称複数形で、二人称に対する命令をあらわし、

そこに否定時の rNa<>Jがついている。「Comohe?Jの「comoJは英語の「how」

で、「he」はポルトガル語のコピュラ「s町」の直説法、現在の三人称単数reJ
の古い表記で英語の「isJにあたる。どちらのポルトガル語にも「b阻Uは訳
出されていない。「Qirib蹴 iJと動詞に後接しでも、「Nantob阻iJと「なんとj

についても、意味に変化は与えないとしているからである。

Joao Rodriguez は日本語の文法書生~ E全 L型空坐~些~で助調の

［は」について何度もふれ、「particvl鎚紅白vlares（格助辞）」の節ではその冒頭

で取り上げている。第149葉では「Va（は）」について、 rnao飽m OU回

f i伊 ifica戸、 maisque fer pura p叫 c由 quefe郁ntaa todas as par同白

Oraゆ，m白 aosde mais artigos com varios, e eleg.蜘 sfentidos （単なる助辞と
してあらゆる品調についていろいろなエレガントな意味をそれぞれに加える

以上には何の意味もない）J、つまり、「日本語をエレガントにするが、「はJ
それ自体には意味がない」、第139葉の裏では rVoba, Va, tern certa energia, 

elegacia que o vso ens泊創a＜「をば」ゃれま」は確かな力がありエレガントで、
それは使用が教えてくれる）J、つまり、「使っているうちに使えるようになる」

と述べている。 rva」の記述にかなりの紙幅をさいていることから見て、
Ro合iguezは「はJの意味や使い方、その重要性を認識していたと思われる。

「エレガントだ」「使っているうちに使えるようになるJという記述はつかみ

どころがないが、教育的に考えれば適切なのかもしれない。 VOCABVLARIO

の「BaxiJの記述も同じである。日本語教育の立場からすれば、「時々動詞に

つき、意味はないJは簡潔で、わかりやすい。
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a -a rx.、X耐lOJの注記がないもの：現代熊本方言と意味、用法に遣い
が見られるもの

秋山によると、熊本の昔風の言い方では魚を数えるときに「イッコンJと

いう。これは、 VOCABVL政 IOに記述が見られ、

Iccon. M似bde con館戸ixcs,& vczcs de凶 ho.（魚、を数えるとき、酒杯

を数えるときのやり方）明 Icconuom釘 a伊ru.Dar banqu，抑 ape/.初 alta,

& de dignidadc. （身分の高い、高貴な方に宴を饗する）

とある。酒杯を数えるときに「一献」というのは地域的な言い方ではないが、

魚を数えるときに「イッコンjというのは、現代においては方言である。「宴」

の意味は、共通語においても九州方言においてもすたれているようである。

秋山によると、「九州西部を通じてネマルは食物の腐敗をいう」。VOCABVLARIO

の「NemariJの記述は以下のとおりである。

Nemari, u，伽.El館ノ~mfalar nada. （何も言わないでいる）明 Nemattafito. 

l, nemarimono. Homcm calado, & /agaz. （黙っていて狭猪な人） 明 Item, 

COmCf，卸会adanar, OU aゐr/en，的わopcixc,＆，ι（魚などがくさりはじめる、

くさりかけている）内Vuo,mochi, mexi, nadoga nem抑.Dan.即会opcixc,

Mochis, &c. （魚、やもちなどがいたむ）

「何も言わないでいるjという語義に関して、秋山は何も述べていない。

VOCABVLARIOの記述に「x.Jの注記はない。当時「ネマルJは方言ではな
く、しかも、「食べ物がくさるJ、そして、「何も言わないでいるJの両義があっ
たということになる。

秋山が、「物を貯蔵すること」を意味するとしている「タボ一、タブーJを
VOCABVLARIOで見ると、

Tabai，よらta. Guar由rbcm, & con /CIUar. （しっかりたくわえ、保存する）

情Inochiuotabo. Guardar, ou po，呼町avida. （命をまもる、大事にする）明

Conomi nadouo句bO. G瑚rdarfrz拘 ＆outJ百 coulas.（果実などのものを
たくわえる）
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とある。 17世紀初頭の記述にあった「命をまもるjという語義は現代熊本方

言には残っていない。

「Bacai（パカウ）JをVOCABVLARIOで見ると、

Bacai, o , o ta.α1111prai, ou tomar como por for;a, & a porfiar com 
outros. 

（買う、力ずくでとる、他と争う）

とある。「力ずくでとるjという語義は現代熊本方言に残っているが、「買うJ
という語義は残っていない。

熊本方言で、「サカシカ」は「狭滑だ」という意味で使われる。VOCABVLA阻O

の記述を見ると、その語義は「力強い、健康だ、強いなどjとCamiで使われ

る場合の「思慮深い」、「狭猪だJの三つである。

Sac叫．均Jente，ノao,& forte, &c. （力強い、健康だ、強いなど）明 Item,

No cami he o me/mo ij CaxiC<叫 pro，伽 te,& /agaz （同様に、 Camiでは

「CaxicoiJと同じく、思慮深い、狭猪だ）

現代熊本方言の「サカシカJでは Sa四吋の三つの語義のうちの「狭滑だj
以外の語義は消えてしまった。 C創凶での語義が熊本に残ったということで

あろうか。

「Sac砿討jの記述に見られる「prudente& ./agazJという語義は、「SufudoiJ

にも見られる。

Sufudoi. Muito prudente, & sagaz juntamente com algum rigor, & a/pereza. 

（いくぶん厳しさ、厳格さをともなって非常に思慮深い、狭猪な）情 Item,

Valete, & bn，ぬ（また、自尊心の強い、高慢な）

秋山には、「豊前、豊後で、すばしっこいことを「スージーJとか「サジーJ
というのは、このススドシの変化である。熊本では、このすI；！しっこい意を

ずるい意に転じた。Jとあるが、 rsag：田（狭猪な）Jという記述があるところを
見ると、熊本の「ずるい」という意味はすでに16世紀の「SufudoiJにあった
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ことがわかる。

これらの5語は、 16世紀のイエズス会士たちによって Ximoの方言とはみ

なされていなかった。「NemarUの語義には、「何も言わないJ「くさるjの二

つがあり、後者のみが熊本方言に残った。「IcconJには「魚を数えるとき使うj

「酒杯を数えるときJ「宴Jの三つがあり、第二義は共通語に、第一義は熊本

方言に残り、第三義は残っていなし、。「SacaxijJには、当時の共通語的な意味

とCamiの方言としての意味とがあり、「オゾムJは当時の共通語的な意味
「目をさますJを引継ぎ、「サカシヵ」は Camiの方言としての意味「狭猪だJ

を引き継いだことになる。

3 -4 rx.、XimoJの注記がないもの：現代熊本方言と意味、用法がこと
なるもの

ここでは、「Fiら品、 Fogue旬、 Iinben、Xicori、Xeb廿ac砿 i（ヒヨロ、ホーゲ夕、

ジンベン、シコル、セピラカス）Jの5語を取り上げる。

秋山は、「ヒョロjを「鶏のヒョロjと紹介し、「兵糧Jのことで、「エサjを

意味すると書いている。「人聞にもいう」とはあるが、もともとの「兵糧jか

ら鶏の「エサJに中心的な語義がかわったのは事実のようである。
VOCABVLARIOの記述を見てみると、

Fiらro.1, feoro. T~u四monono cate. Miitimeto dos ./oldados. （兵士の食料）明

Fio品nit~umaru. Faltarem os man伽 ＇entos.（食料が不足する）明 Fioroga

寄uq町u.Acabarem.I争何mantimento.瓜（食料がつきる）明 Fiorouocomuru. 

ルfeterman伽 en向 OUvituEL必•asna fortaleza. （食料や食糧をたくわえる）

（「l,Jは「あるいはjということを示している）

fトリのエサJという語義は見られない。 16世紀以降、熊本の民衆に溶け
込み、日常生活の用語として取り込まれていったのだろうか。

秋山には、「ホーベタ・ホオのことをホーゲタ・ホゲタという」とある。一

方、 VOCABVLARIOの記述は、

Fo伊.eta. Queixos de cima, ou queixdaas. （上のあご、あるいは、下顎）
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とあり、「ホオJの意味はない。なお、この「queixdaasJは「queixad四」の誤植

と考えられる。

秋山には、「小さな子供が一人で汽車やパスを乗りついで遠方の家まで遊

びに行くと「ジンベン来たなJという。うまくやれるかどうか分からないこ
とを首尾よくやりおおせたとき「ジンベンjという。jとあるが、 VOCABVLARIO

には、

Iinben. Co仇 rara,& marauilhぬ．（まれで、すばらしいこと）同Iinbenuo

酔.enzuru.Fazer mi/a.伊~ oumara幽 as.〔奇跡やすぼらしいことをする）

とある。この記述からは、まさに「神変」であり、日常的なことをうまくやり

おおせた、というより、神のなした奇跡、といった意味が読み取れる。宗教

的な意味合いを持った語が、日常的な方言になったということだろう。

現代の熊本方言で「シコルJというと、「そぎゃんしこって、どけ行くと？
（そんなにかっこつけて、どこへ行くの？ ) Jのように「かっこうをつけるj

という意味であるが、 VOCABVLARIOにそのような記述は見られない。

Xicori, u, o伽. i, Cori catamaru. Bitar embebido nalg白 pratica,ou 

pen/ amento. （何かしらの実践や考えに夢中になっている）唱 Xixiga

xi co悦加.E/t舵 oporco do mato muito quieto, & t印加uladoノ争mleb凶k

como a/anhado. （いのししがひどく怒ったようにとても静かにじっと身

を隠している）明 Niniuga（人数） xico町四.E/tar a gente四泊， &co 

mo fechaa匂con帥 osinimigos. （人が敵に対して身構えるように、一つに

なっている） 明 Chanoyuuoxite fixxicoru. Dar/e, & m卸g卸会demaneira

ao exercicio aα却のu,que parece le esquece de tudo mais. （すべてのこ
とをわすれるほどに茶の湯の稽古に献身し、専念する） 明 Cotoi（強健

な牡牛）匂uqixicoru. E.;匂remos touros com ate/ta encon伽 doshumpera 

outro fem le bulir. （牡牛が互いにじっと角を突合せている）明 Diz/e 

tambc de dous exercitos que tem as 1811fas enra.ゐ・dashum pera o outro fem 

le a cometerem. （攻撃することなくEいに槍をかまえるこつの軍隊につ

いてもいう） 悶 Yariuo恥.qixicotte iru. 
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語義にも例文にも「かっこうをつけるJという意味は見られない。
秋山の「セピラカス」の項を見ると、「からかうことを「セビラカス」とか

「セブラカス」という。子供の目の前で菓子をヒラヒラさせて、子供が手をだ

すとパッとひっこめたりしていじめていると「ソギャン子ドンパ、セピラカ

スナ。カンノツクシェン」（天草）としかられる。Jとある。『日本国語大辞典』

の方言の欄には、「熊本県天草郡「いじめる」、玉名郡「明弄（ちょうろう）す

る。からかう。J」とあり、秋山の記述を裏付ける。力の強いものが弱いもの

をじらしてからかうことを言うようである。

ただ、 VOCABVLA悶0には、

Xebiracaxi, fu, ai匂. Zombando afiigir, ou dar que entender a aタuem,como 

I却 ondolhe alg白 cou.ゐque/he da no COiafゐ， ＆c（ばかにして苦しめる、

あるいは、心に残るように何かしらを押し付けるようにして無理やりわ

からせる等） , no Xi加 0le di.乙Yeracafu.(Ximoでは「エラカス」と言う）

とあり、「いじめる、からかうJなどよりは深刻なようである。また、「no
Ximo le diz, Yeracafu」というところを見ると、九州方言なのは「エラカスj

であり、「セピラカスjは九州方言ではなさそうである。

さらに、 VOCABVLARIOで「YeracafuJを見ると、

Yeracaxi, fu, aita. Zombar de alguem fazCdo he a/gum ma/, & moles，伽 doo 

（誰かに何かしら悪いことをしたり、病気にしたりして苦しめる）．

mas a propria pa/aw宮heXebiracafu. （しかし、適切な語は「セピラカス」

である）

16世紀には中央語であった「セピラカス」が、方言として熊本に残ってい

る、ということであろう。

VOCABVLARIOの記述と現代熊本方言とをくらべると、「兵糧J「神変jと
いった漢語が日本語に取り込まれ、日常的な語に変化をとげたことが分かる。

「Xicori」に関しては、いつどのようにしてその語義を変え、「かっこうをつけ
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るJことを意味するようになったか不明で、ある。

4.考察

以上、 30語（Fogaxi、Nauoxi、Fairio; Cobu、Vacudo、Vangui、Yeda、Voro、

M回。； Benifaxiyubi、Vodoxi、Fu、Fauaqi、Vozomi、Yezui、Ata也ni、lgaua、
Firacuchi、Baxi; Iccon、Nemari、Tabai、Bacai、Sac砿語、 Susudoi; Fioro、

Fague旬、 Iinben、Xicori、Xebiracaxi）に関して、現代熊本方言と VOCABVLA即O

の記述とを見くらべてきた。

VOCABVLARIOの記述に X、X凶oの註が付されているのは 6語だけで

あった。この6語のうち、語義に変化がないと思われるものが3語（Cobu、v
acudo、Vangui）、違いが生じているものが2語（Yeda、Voro）、語義が変わっ

てしまったものがl語（M田 o）であった。また、 x.、Ximoの註が付されてい

ない21語では、語義に変化がないと思われるものが10語（Be凶f阻 i戸.bi、

Vodoxi、Fu、Fauaqi、Vozomi、Yezui、Ata白血、 lgaua、Firacuchi、B砿i）、違い

が生じているものが6語（Iccon、Nemari、Tabai、Bacai、Sacax語、 Susudoi）、

語義が変わってしまったものが5語（Fioro、Fague旬、 Iinben、Xicori、Xebiracaxi)

であった。

秋山氏が肥後方言だと言っている27語のうちの20語を VOCABVLARIOは

九州方言だと言っていなし当。 16世紀当時は全国共通であった語が、その後、

方言的な意味、語義を発展させていったのかもしれない。

もう一つ考えられることは、「X.、XimoJの注記は九州の方言語棄の中で

も、とくに必要な場合にだけ付された可能性である。迫野慶徳はその著『文

献方言史研究』、第7章「方言語集史J、第2節「九州方言の語葉一日葡辞書
の「下J注記－Jで、「宣教師たちは、できるだけ正雅な京都の標準語を話す
ように心がけていたために、使ってよいことばとっかつてはいけないことば

（標準語と方言の区別など）をあらかじめ心得ておく必要があった。また、信

者の機悔を聞いて理解するためにも、方言についての知識は必要であった。J、
さらに、「日葡辞書に「下J（九州）の注記を付して、多くの方言語棄を収録し
たのは、右のような必要があったからである。jと、述べている。

九州方言だからというのではなく、九州方言で使ってはいけない語だから

「x.、XimoJをふったということになる。馬場 (1999）は、ロドリゲスの日本
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文典における「eleganxiaJは、大量にある記述の中のとくに重要で学ぶべき

事項のマークであると述べ、 lsonsone旬Jは身につけではならない発音上の特

徴をマークしていると述べている。

VOCABVLARIOの「x.、XimoJという注記は、日本文典における「eleganxia.」、

「sonsone句Jと同様、宣教師たちの日本語学習のためにイエズス会士が考案

した、語学上の実践的な意味合いをもっ記号なのである。

この一文は、熊本県立大学学長特別交付金による学際型研究「天草プロジ、エ

クトJの助成を受けた研究の一部である。
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